
(57)【要約】

【課題】

　共焦点走査のための部材と、通常観察のための部材の

双方を備え、通常観察と共焦点観察とを切換ながら実施

可能な共焦点内視鏡に装着されるアタッチメントであっ

て、上部消化管等の脈動によって大きく振動する部位を

共焦点観察する場合であっても、所定平面でスライスし

た組織の断層像を得ることが可能となるものを提供する

。

【解決手段】

　内視鏡用アタッチメントが共焦点内視鏡のチャンネル

と接続される管部材を有する。内視鏡用アタッチメント

を共焦点内視鏡の挿入管先端部に取り付けた時に管部材

の先端部が突出部の先端部と略同一面上に位置するよう

になっている。また、内視鏡用アタッチメントが、共焦

点内視鏡の突出部の先端部を覆う板部材をさらに有し、

この板部材は該共焦点内視鏡の通常観察用光学系を覆わ

ない構成としてもよい。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 管 と 、 該 挿 入 管 の 先 端 部 端 面 か ら に 突 出 し て 設 け ら れ た 突 出 部
と 、 該 突 出 部 に 設 け ら れ 、 被 検 部 の 共 焦 点 観 察 画 像 を 得 る た め の 共 焦 点 観 察 用 部 材 と 、 該
挿 入 管 の 先 端 部 端 面 の 突 出 部 以 外 の 領 域 に 一 方 の 開 口 端 が 形 成 さ れ た チ ャ ン ネ ル と 、 該 挿
入 管 の 先 端 部 の 突 出 部 以 外 の 領 域 に 設 け ら れ た 通 常 観 察 用 光 学 系 と 、 を 備 え た 共 焦 点 内 視
鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト で あ っ て 、
　 該 チ ャ ン ネ ル と 接 続 さ れ る 管 部 材 を 有 し 、
　 前 記 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 取 り 付 け た 時 、 前 記 管 部
材 の 先 端 部 は 、 前 記 突 出 部 の 先 端 部 と 略 同 一 面 上 に 位 置 す る こ と 、
　 を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 管 部 材 の 先 端 部 内 周 は 面 取 り さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視
鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 挿 入 管 の 先 端 部 に 嵌 め 込 ま れ る 環 状 部 材 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の
内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 取 り 付 け た 時 、 前 記 環 状
部 材 は 該 挿 入 管 の 先 端 部 端 面 よ り 基 端 側 に 位 置 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の
内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 突 出 部 の 先 端 部 を 覆 う 板 部 材 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 板 部 材 は 該 共 焦 点 内 視 鏡 の 通 常 観 察 用 光 学 系 を 覆 わ な い こ と 、
　 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 板 部 材 に は 、 該 共 焦 点 観 察 用 部 材 の 光 学 系 に 光 を 入 射 さ せ る た め の 開 口 部 が 形 成 さ
れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 管 部 材 の 先 端 部 は 、 前 記 板 部 材 に 設 け ら れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ま た
は ６ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 板 部 材 は 、 該 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 形 成 さ れ た 送 気 用 ノ ズ ル 及 び ／ ま た は
送 水 用 ノ ズ ル を 覆 わ な い こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ か ら ７ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用
ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 板 部 材 の 先 端 側 表 面 は 摩 擦 係 数 の 高 い 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 板 部 材 の 先 端 側 表 面 は 粗 仕 上 げ さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ か ら ８ の い
ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 取 り 付 け た 時 、 前 記 管 部
材 の 先 端 部 は 、 前 記 突 出 部 の 先 端 部 と 同 一 面 上 に 位 置 す る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か
ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 該 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付 け る 際 、 前 記 管 部 材 の 基 端 部 は
該 チ ャ ン ネ ル に 挿 入 さ れ る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か に 記 載 の 内 視
鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
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　 前 記 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 該 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付 け る 際 、 該 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入
管 先 端 部 に 形 成 さ れ て い る 洗 浄 液 噴 射 用 の 開 口 に 挿 入 さ れ る 位 置 決 め ピ ン を さ ら に 有 す る
こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 共 焦 点 走 査 の た め の 部 材 と 、 通 常 観 察 の た め の 部 材 の 双 方 を 備 え 、 通 常 観 察
と 共 焦 点 観 察 と を 切 換 な が ら 実 施 可 能 な 共 焦 点 内 視 鏡 に 装 着 さ れ る ア タ ッ チ メ ン ト に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 共 焦 点 走 査 を 行 う た め の 共 焦 点 観 察 用 部 材 に よ っ て 、 体 腔 内 の 共 焦 点 走 査 画 像 を
観 察 可 能 と し た 、 共 焦 点 内 視 鏡 シ ス テ ム が 利 用 さ れ つ つ あ る 。 こ の よ う な 内 視 鏡 シ ス テ ム
と し て は 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る も の の よ う に 、 共 焦 点 観 察 用 部 材 を 先 端 に 内 蔵 し
た 共 焦 点 内 視 鏡 を 用 い る も の が あ る 。 共 焦 点 走 査 と は 、 レ ー ザ 光 の よ う な 光 束 （ 入 射 光 束
） を 集 光 レ ン ズ で 所 定 の 位 置 に 集 光 し 、 そ の 戻 り 光 を 集 光 位 置 と 共 役 の 位 置 で 合 焦 さ せ 、
合 焦 さ せ た 光 の 光 量 か ら 集 光 位 置 の 輝 度 情 報 を 得 る も の で あ る 。 入 射 光 束 の 照 射 位 置 を 連
続 的 に 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 入 射 光 束 の ビ ー ム 軸 に 垂 直 な 二 軸 （ 以 下 、 Ｘ 軸 お よ び Ｙ
軸 と 称 す ） で の 走 査 を 行 い 、 入 射 光 束 の ビ ー ム 軸 に 垂 直 な 所 定 の 平 面 の 画 像 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う に 、 共 焦 点 走 査 に お い て は 、 入 射 光 束 を 所 定 の 位 置 に 集 光 さ せ る も の で あ る
。 こ の 集 光 す る 光 の 強 度 は 比 較 的 大 き い た め 、 光 を 組 織 内 に 透 過 さ せ て 組 織 内 で 集 光 さ せ
る こ と が 可 能 で あ る 。 入 射 光 束 を 組 織 内 で 集 光 さ せ な が ら Ｘ 軸 お よ び Ｙ 軸 方 向 に 走 査 を 行
う こ と に よ っ て 、 組 織 を 入 射 光 束 の ビ ー ム 軸 に 垂 直 な 面 で ス ラ イ ス し た 断 面 像 が 得 ら れ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 共 焦 点 内 視 鏡 の よ う に 、 通 常 観 察 と 共 焦 点 観
察 と を 切 換 な が ら 実 施 可 能 な 共 焦 点 内 視 鏡 が 考 案 さ れ て い る 。 共 焦 点 観 察 に お い て 、 特 に
断 面 像 を 得 る 場 合 に は 、 被 険 体 を 共 焦 点 観 察 部 材 に 近 接 さ せ る 必 要 が あ る 。 一 方 、 通 常 観
察 時 に お い て は 、 あ る 程 度 の 視 野 を 確 保 す る た め に 、 通 常 観 察 用 の 光 学 系 を 観 察 対 象 か ら
あ る 程 度 離 す 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 共 焦 点 内 視 鏡 に お い て
は 、 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 遠 位 側 に 向 か っ て 突 出 す る 突 出 部 を 設 け 、 共 焦 点 観 察 部 材 の
少 な く と も 光 学 系 を 突 出 部 に 収 め 、 通 常 観 察 用 の 光 学 部 材 は 先 端 部 の 突 出 部 以 外 の 部 分 に
設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 共 焦 点 観 察 部 材 の 光 学 系 を 被 検 部
に 当 接 さ せ て 共 焦 点 走 査 可 能 と し た 状 態 で 、 通 常 観 察 用 の 部 材 に よ っ て 、 被 検 部 周 囲 の 状
態 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － ６ ４ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の よ う に 、 共 焦 点 観 察 に お い て は 、 Ｘ Ｙ 軸 の ２ 軸 に 走 査 を 行 う も の で あ る た め 、 一
枚 の 画 像 を 得 る た め に は 、 通 常 は １ ／ １ ０ 秒 程 度 の 時 間 を 要 す る 。 こ の た め 、 上 部 消 化 管
等 、 脈 動 に よ っ て 大 き く 振 動 す る 部 位 を 共 焦 点 観 察 し よ う と す る と 、 一 ス ラ イ ス の 取 得 中
に 部 位 が 大 き く 変 動 し 、 得 ら れ た 共 焦 点 観 察 画 像 が 部 位 を 特 定 の Ｘ Ｙ 平 面 で ス ラ イ ス し た
画 像 と は な ら な い 可 能 性 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 取 り 付 け ら れ る 内
視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 提 供 す る 。 こ の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト は 、 共 焦 点 内 視 鏡 の チ ャ
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ン ネ ル と 接 続 さ れ る 管 部 材 を 有 し 、 ま た 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入
管 先 端 部 に 取 り 付 け た 時 に 管 部 材 の 先 端 部 が 突 出 部 の 先 端 部 と 略 同 一 面 上 に 位 置 す る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 っ て 、 チ ャ ン ネ ル の 基 端 部 に 吸 引 手 段 を 設 け 、 こ の 吸 引 手 段 に よ っ て 被 検 部 の 組 織 を
吸 引 し 、 こ の 組 織 を 突 出 部 の 先 端 部 に 対 し て 固 定 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 本 発 明 に よ
れ ば 、 脈 動 に よ っ て 大 き く 振 動 す る 部 位 を 共 焦 点 観 察 す る 場 合 で あ っ て も 、 そ の 部 位 は 吸
引 さ れ て 固 定 さ れ る の で 、 体 腔 組 織 の 断 層 像 を 確 実 に 取 得 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 管 部 材 の 先 端 部 内 周 が 面 取 り さ れ る 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 と す る と
、 管 部 材 を 介 し て 吸 引 さ れ る 領 域 を 広 く 取 れ る た め 、 被 検 部 の 組 織 を よ り 強 固 に 吸 引 可 能
と な り 、 そ の 結 果 、 被 検 部 の 組 織 を よ り 強 固 に 突 出 部 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付 け る 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 内 視 鏡 用
ア タ ッ チ メ ン ト が 環 状 部 材 を 有 し 、 こ の 環 状 部 材 を 挿 入 管 の 先 端 部 に 嵌 め 込 む 構 成 等 が 考
え ら れ る 。 こ こ で 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 取 り 付 け た
時 に 、 環 状 部 材 が 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 の 先 端 部 端 面 よ り 基 端 側 に 位 置 す る よ う 構 成 し て
も よ い 。 こ の よ う な 構 成 と す る と 、 通 常 観 察 時 に 視 界 が 環 状 部 材 に よ っ て 遮 ら れ ず 、 視 界
を 広 く と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト が 、 共 焦 点 内 視 鏡 の 突 出 部 の 先 端 部 を 覆 う 板 部 材 を さ ら
に 有 し 、 こ の 板 部 材 は 該 共 焦 点 内 視 鏡 の 通 常 観 察 用 光 学 系 を 覆 わ な い 構 成 と し て も よ い 。
好 ま し く は 、 板 部 材 に は 、 共 焦 点 観 察 用 部 材 の 光 学 系 に 光 を 入 射 さ せ る た め の 開 口 部 が 形
成 さ れ て い る 。 ま た 、 管 部 材 の 先 端 部 が 板 部 材 に 設 け ら れ て い る 構 成 と し て も よ い 。 好 ま
し く は 、 板 部 材 は 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 形 成 さ れ た 送 気 用 ノ ズ ル 及 び ／ ま た は 送
水 用 ノ ズ ル を 覆 わ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 板 部 材 の 先 端 側 表 面 が 摩 擦 係 数 の 高 い 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る か 、 粗 仕 上 げ
さ れ て い る 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 と す る と 、 被 検 部 の 組 織 の 吸 引 が 行 わ れ て
い る 際 、 組 織 と 板 部 材 と の 間 に 強 い 摩 擦 力 が 発 生 し 、 被 検 部 の 組 織 を よ り 強 固 に 突 出 部 に
固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 取 り 付 け た 時 に 、 管 部
材 の 先 端 部 が 突 出 部 の 先 端 部 と 同 一 面 上 に 位 置 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ の よ う な 構 成 と
す る と 、 吸 引 時 に 被 検 部 の 組 織 を 突 出 部 の 先 端 部 に 密 着 さ せ る こ と が で き 、 組 織 を よ り 強
固 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付 け る 際 、 管 部 材 の 基 端 部 が チ ャ
ン ネ ル に 挿 入 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。 さ ら に 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト が 位 置 決 め ピ ン
を 有 し 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 該 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付 け る 際 、 こ の 位 置 決 め ピ ン を
共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 形 成 さ れ て い る 洗 浄 液 噴 射 用 の 開 口 に 挿 入 す る 構 成 と し て
も よ い 。 こ れ ら の 構 成 に よ っ て 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付 け る 際
に 位 置 決 め が 行 わ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付 け る こ と に よ
っ て 、 上 部 消 化 管 等 の 脈 動 に よ っ て 大 き く 振 動 す る 部 位 を 共 焦 点 観 察 す る 場 合 で あ っ て も
、 所 定 Ｘ Ｙ 平 面 で ス ラ イ ス し た 組 織 の 断 層 像 を 得 る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 以 下 、 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に つ き 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ は
、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 共 焦 点 内 視 鏡 装 置 の 全 体 図 を 示 し た も の で あ る 。 本 実 施 形 態 に
よ る 内 視 鏡 装 置 １ は 、 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ を 有 す る 。 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ は 、 共 焦 点 内 視 鏡 １
０ の ハ ン ド ル 部 １ ５ か ら 遠 位 端 側 に 向 か っ て 延 び て い る 挿 入 管 １ ３ を 有 し 、 こ の 挿 入 管 １
３ の 先 端 部 １ １ に は 遠 位 側 に 突 出 す る 突 出 部 １ １ Ｐ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 突 出 部 １ １ Ｐ
に 、 共 焦 点 観 察 を 行 う た め の 共 焦 点 観 察 ユ ニ ッ ト １ １ Ｕ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ハ ン ド
ル 部 １ ５ か ら 、 第 １ 連 結 チ ュ ー ブ １ ７ お よ び 第 ２ 連 結 チ ュ ー ブ １ ９ が 近 位 端 側 に 向 か っ て
延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 挿 入 管 １ ３ 、 ハ ン ド ル 部 １ ５ 、 お よ び 第 １ 連 結 チ ュ ー ブ １ ７ の 内 部 に は 、 共 焦 点 走 査 画
像 形 成 の た め の 光 束 を 通 過 さ せ る た め の 第 １ の ラ イ ト ガ イ ド が 設 け ら れ て い る 。 こ の 第 １
の ラ イ ト ガ イ ド の 遠 位 端 は 共 焦 点 観 察 ユ ニ ッ ト １ １ Ｕ と 接 続 さ れ て お り 、 ま た 第 １ の ラ イ
ト ガ イ ド の 近 位 端 は 第 １ 連 結 チ ュ ー ブ １ ７ の 近 位 端 に 設 け ら れ た 第 １ コ ネ ク タ １ ２ と 接 続
さ れ て い る 。 第 １ コ ネ ク タ １ ２ は 、 内 視 鏡 装 置 １ の 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２ ０ に 接 続 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２ ０ は 、 そ の 内 部 に レ ー ザ 等 の 光 束 を 発 生 さ せ る 光 源 装 置 を 備 え て
お り 、 光 束 を 第 １ の ラ イ ト ガ イ ド を 介 し て 共 焦 点 観 察 ユ ニ ッ ト １ １ Ｕ に 送 り 込 む 。 共 焦 点
観 察 ユ ニ ッ ト １ １ Ｕ は 、 こ の 光 束 （ 入 射 光 束 ） を 体 腔 内 の 所 定 位 置 （ 集 光 点 ） で 集 光 さ せ
、 そ の 戻 り 光 を ラ イ ト ガ イ ド に 送 る 。 第 １ の ラ イ ト ガ イ ド を 介 し て 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２
０ に 戻 っ た 入 射 光 束 は 、 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２ ０ 内 に 備 え ら れ た 光 学 部 材 に よ っ て 、 集 光
点 と 共 役 な 位 置 で 合 焦 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２ ０ の 内 部 で 合 焦 さ れ た 光 束 （ 合 焦 光 ） は 、 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２
０ 内 に 設 け ら れ た フ ォ ト デ ィ テ ク タ に よ っ て 検 知 さ れ 、 そ の 強 度 が 計 測 さ れ る 。 ま た 、 挿
入 管 １ ３ 、 ハ ン ド ル 部 １ ５ 、 お よ び 第 １ 連 結 チ ュ ー ブ １ ７ の 内 部 に は 、 共 焦 点 観 察 ユ ニ ッ
ト １ １ Ｕ を 制 御 す る た め の 信 号 ケ ー ブ ル が 通 さ れ て い る 。 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２ ０ は 、 信
号 ケ ー ブ ル に 所 定 の 信 号 を 送 る こ と に よ っ て 入 射 光 束 の 集 光 点 の 位 置 を 光 軸 に 垂 直 な ２ 軸
（ Ｘ 軸 お よ び Ｙ 軸 ） 方 向 に 走 査 さ せ る こ と が で き る 。 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２ ０ は Ｘ － Ｙ 平
面 上 で 走 査 し て 得 ら れ た 合 焦 光 の 強 度 か ら 、 共 焦 点 観 察 画 像 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 形 成 さ れ た 共 焦 点 観 察 画 像 は 、 共 焦 点 画 像 観 察 装 置 ２ ０ に 接 続 さ れ た 第 １ の モ ニ タ ４ ０
の ス ク リ ー ン 上 に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 １ ３ の 先 端 部 １ １ に は 、 対 物 光 学 系 と こ の 対 物 光 学 系 に よ っ
て 結 像 さ れ る 被 検 部 の 像 を 撮 像 す る Ｃ Ｃ Ｄ が 備 え ら れ て い る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ は 、 挿 入 管 の 先
端 部 の 突 出 部 １ １ Ｐ 以 外 の 部 分 （ 後 退 部 ） １ ６ に 設 け ら れ た 対 物 光 学 系 に よ る 像 を 撮 像 し
、 映 像 信 号 と し て 出 力 す る も の で あ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ の 出 力 お よ び Ｃ Ｃ Ｄ の ド ラ イ ブ 信 号 を 伝 達
す る 信 号 ケ ー ブ ル お よ び 、 内 視 鏡 １ ０ ０ の 先 端 部 の 対 物 光 学 系 の 周 囲 を 照 射 す る た め の 光
束 を 通 過 さ せ る 第 ２ の ラ イ ト ガ イ ド が 、 挿 入 管 １ ３ 、 ハ ン ド ル 部 １ ５ 、 お よ び 第 ２ 連 結 チ
ュ ー ブ １ ９ の 内 部 に 通 さ れ て い る 。 第 ２ 連 結 チ ュ ー ブ １ ９ の 近 位 端 に は 第 ２ コ ネ ク タ １ ４
が 設 け ら れ て お り 、 こ の 第 ２ コ ネ ク タ １ ４ は 通 常 観 察 用 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に 接 続 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 通 常 観 察 用 プ ロ セ ッ サ ３ ０ は 、 第 ２ の ラ イ ト ガ イ ド に 光 を 供 給 す る た め の 光 源 と 、 Ｃ Ｃ
Ｄ を 制 御 す る た め の 制 御 部 と 、 Ｃ Ｃ Ｄ か ら の 出 力 を 処 理 し て 通 常 観 察 画 像 を 形 成 す る 画 像
処 理 部 と を 内 部 に 備 え て い る 。 通 常 観 察 用 プ ロ セ ッ サ ３ ０ に は 第 ２ の モ ニ タ ５ ０ が 接 続 さ
れ て お り 、 形 成 さ れ た 通 常 観 察 画 像 は こ の 第 ２ の モ ニ タ ５ ０ の ス ク リ ー ン 上 に 表 示 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 装 置 １ は 、 一 台 の 内 視 鏡 １ ０ を 用 い て 、 体 腔 内 の 被
検 部 の 共 焦 点 観 察 画 像 と 通 常 観 察 画 像 と を 観 察 す る こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 内 視 鏡 １ ０
に 設 け ら れ た 処 置 具 口 １ ８ Ｏ に ポ ン プ 等 の 吸 引 手 段 を 接 続 し 、 内 視 鏡 先 端 部 １ １ 周 囲 の 生
体 組 織 を 吸 引 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 、 第 ２ ま た は 第 ３ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト が 装 着 さ
れ る 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 先 端 部 １ １ の 後 退 部 １ ６ に は 、 通 常 観 察 用 の 光 学 系 へ 向 か う
光 が 通 過 す る Ｃ Ｃ Ｄ カ バ ー ガ ラ ス Ｇ １ と 、 内 視 鏡 先 端 部 周 囲 を 照 明 す る た め の 照 明 光 が 照
射 さ れ る 配 光 レ ン ズ Ｌ 、 Ｌ と 、 チ ャ ン ネ ル 口 １ １ Ｏ と 、 送 気 ノ ズ ル Ｎ １ と 、 送 水 ノ ズ ル Ｎ

２ と が 設 け ら れ て い る 。 チ ャ ン ネ ル 口 １ １ Ｏ は 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 内 部 に 挿 通 さ れ
た チ ャ ン ネ ル １ ８ の 先 端 側 の 開 口 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 述 の よ う に 共 焦 点 観 察 ユ ニ ッ ト １ １ Ｕ は 、 挿 入 管 先 端 部 １ １ の 後 退 部 １ ６ か ら 遠 位 端
側 に 突 出 し た 突 出 部 １ １ Ｐ に 収 め ら れ て い る 。 共 焦 点 観 察 ユ ニ ッ ト １ １ Ｕ の 先 端 に は 共 焦
点 カ バ ー ガ ラ ス Ｇ ２ が 設 け ら れ て お り 、 共 焦 点 観 察 に お け る 入 射 光 、 戻 り 光 は 、 こ の カ バ
ー ガ ラ ス を 通 過 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 先 端 側 斜 め 上 か ら 見 た 斜
視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 基 端 側 斜 め 上 か ら 見
た 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ２ の 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 先 端 部 に 図 ３ 、 図 ４ の 内 視 鏡
用 ア タ ッ チ メ ン ト を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ
メ ン ト １ ０ ０ は 、 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 先 端 部 に 嵌 め 込 ま れ る 環 状 部 １ ０ ２ と 、 環 状 部 １ ０
２ の 先 端 が わ を 覆 う よ う に 形 成 さ れ て い る 板 状 部 １ ０ ４ と を 有 す る 。 図 示 さ れ て い る よ う
に 、 板 状 部 １ ０ ４ は 略 半 円 状 の 形 状 と な っ て お り 、 こ の 板 状 部 １ ０ ４ の 弧 の 部 分 か ら 環 状
部 １ ０ ２ に 向 か っ て 延 び る 半 円 環 形 状 の ア ー ム １ ０ ８ を 介 し て 、 板 状 部 １ ０ ４ と 環 状 部 １
０ ２ と は 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 板 状 部 １ ０ ４ に は 共 焦 点 観 察 用 開 口 １ ０ ６ と 、 吸 引 用 開 口 １ １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 吸
引 用 開 口 １ １ ４ か ら 基 端 側 に 向 か っ て チ ャ ン ネ ル 延 長 管 １ １ ２ が 延 び て い る 。 チ ャ ン ネ ル
延 長 管 １ １ ２ の 外 径 は 、 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の チ ャ ン ネ ル 口 １ １ Ｏ の 内 径 と ほ ぼ 同 じ 寸 法 と
な っ て い る 。 ま た 、 板 状 部 １ ０ ４ か ら 基 端 側 に 向 か っ て 位 置 決 め ピ ン １ １ ６ が 延 び て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 位 置 決 め ピ ン １ １ ６ を 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 洗 浄 液 噴 射 用 の 開 口 （ 図 示 せ ず ） に 挿 入
し 、 ま た 、 チ ャ ン ネ ル 延 長 管 １ １ ２ の 基 端 側 を 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の チ ャ ン ネ ル 口 １ １ Ｏ に
差 し 込 ん だ 状 態 で 環 状 部 １ ０ ２ を 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 先 端 部 に 嵌 め 込 む と 、 図 ５ の
よ う に 、 共 焦 点 観 察 用 開 口 １ ０ ６ と 、 共 焦 点 カ バ ー ガ ラ ス Ｇ ２ の 位 置 が 一 致 す る よ う 、 内
視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ は 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 先 端 部 １ １ に 位 置 決 め さ れ る 。
ま た 、 前 述 の よ う に 板 状 部 １ ０ ４ は 略 半 円 状 の 形 状 と な っ て お り 、 Ｃ Ｃ Ｄ カ バ ー ガ ラ ス Ｇ

１ 、 配 光 レ ン ズ Ｌ 、 Ｌ を 覆 わ な い 。 従 っ て 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ を 共 焦 点 内 視
鏡 １ ０ に 取 り 付 け た 状 態 で あ っ て も 、 通 常 観 察 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 環 状 部 １ ０ ２ を 共 焦
点 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 先 端 部 に 嵌 め 込 ん だ 状 態 で は 、 図 ５ に 示 さ れ て い る よ う に 、 共 焦 点
内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 管 先 端 部 １ １ の 後 退 部 １ ６ の 端 面 よ り も 環 状 部 １ ０ ２ の 先 端 部 側 端 面 １
０ ２ ａ が 基 端 側 に 位 置 す る 。 こ の よ う な 構 成 と す る と 、 通 常 観 察 時 に 視 界 が 環 状 部 １ ０ ２
に よ っ て 遮 ら れ ず 、 視 界 を 広 く と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ を 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ に 取 り 付 け た 状 態 で は 、 チ ャ ン ネ ル
口 １ １ Ｏ に チ ャ ン ネ ル 延 長 管 １ １ ２ が 差 し 込 ま れ て い る 。 こ こ で 、 チ ャ ン ネ ル 口 １ １ Ｏ は
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チ ャ ン ネ ル １ ８ を 介 し て 処 置 具 口 １ ８ Ｏ （ 図 １ 参 照 ） と つ な が っ て お り 、 こ の 処 置 具 口 １
８ Ｏ に 吸 引 用 の ポ ン プ を 取 り 付 け 、 こ の ポ ン プ を 駆 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 板 状 部 １ ０ ４
周 囲 の 生 体 組 織 を 吸 引 用 開 口 １ １ ４ か ら 吸 引 す る こ と が 可 能 と な る 。 生 体 組 織 を 吸 引 し て
い る 際 の 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ お よ び 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 軸 方 向 断 面 図 を 図 ６
に 示 す 。 図 ６ に 示 さ れ て い る よ う に 、 生 体 組 織 Ｔ が 吸 引 用 開 口 １ １ ４ か ら 吸 引 さ れ て い る
時 は 、 共 焦 点 カ バ ー ガ ラ ス Ｇ ２ が 生 体 組 織 Ｔ に 密 着 す る よ う に な っ て い る 。 こ の た め 、 共
焦 点 カ バ ー ガ ラ ス Ｇ ２ 近 傍 の （ す な わ ち 共 焦 点 観 察 に お け る 観 察 対 象 と な る ） 生 体 組 織 Ｔ
は 、 共 焦 点 観 察 ユ ニ ッ ト １ １ Ｕ に 対 し て 固 定 さ れ る 。 こ の 結 果 、 共 焦 点 観 察 に お け る 一 ス
ラ イ ス の 取 得 中 に 脈 動 が 起 き た と し て も 、 観 察 対 象 と な る 生 体 組 織 Ｔ の 共 焦 点 ユ ニ ッ ト １
１ Ｕ に 対 す る 相 対 位 置 は 変 動 し な い た め 、 得 ら れ た 共 焦 点 観 察 画 像 は 生 体 組 織 を 特 定 の 平
面 で ス ラ イ ス し た 画 像 と な る 。 ま た 、 吸 引 用 開 口 １ １ ４ の 先 端 側 端 面 は 面 取 り さ れ て お り
、 吸 引 用 開 口 １ １ ４ の 径 は 先 端 側 に 向 か っ て 大 き く な っ て い る 。 こ の た め 、 吸 引 用 開 口 １
１ ４ か ら 吸 引 さ れ る 生 体 組 織 の 表 面 積 は 大 き く な り 、 生 体 組 織 Ｔ は よ り 強 く 吸 引 さ れ 、 こ
の 結 果 、 共 焦 点 カ バ ー ガ ラ ス Ｇ ２ 近 傍 の 生 体 組 織 Ｔ は 、 よ り 強 固 に 共 焦 点 カ バ ー ガ ラ ス Ｇ

２ と 密 着 す る 。 ま た 、 板 状 部 １ ０ ４ の 先 端 側 表 面 （ す な わ ち 、 吸 引 時 に 生 体 組 織 Ｔ と 当 接
す る 表 面 ） は 、 粗 仕 上 げ さ れ て い る 。 こ の た め 、 吸 引 時 に 板 状 部 １ ０ ４ の 先 端 側 表 面 と 生
体 組 織 Ｔ と の 間 に 高 い 摩 擦 力 が 発 生 し 、 生 体 組 織 Ｔ は 、 強 固 に 板 状 部 １ ０ ４ に 固 定 さ れ る
。 板 状 部 １ ０ ４ の 先 端 側 表 面 を 粗 仕 上 げ す る 代 わ り に 、 板 状 部 の 先 端 側 表 面 を ゴ ム 等 の 摩
擦 係 数 の 高 い 部 材 に よ っ て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ の 板 状 部 １ ０ ４ は 略 半 円 形 状
で あ り 、 取 り 付 け 時 に Ｃ Ｃ Ｄ カ バ ー ガ ラ ス Ｇ １ 、 配 光 レ ン ズ Ｌ 、 Ｌ を 覆 わ な い よ う に な っ
て い る 。 し か し な が ら 、 他 の 形 状 の 板 状 部 を 有 す る 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト も ま た 、 本 発
明 の 範 囲 内 で あ る 。 以 下 説 明 す る 、 本 発 明 の 第 ２ お よ び 第 ３ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ
チ メ ン ト は 、 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る 形 状 の 板 状 部 を 有 す る 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト の
一 例 を 示 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ２ ０ ０ を 共 焦 点 内 視 鏡
１ ０ に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ８ は 、 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ に 取 り 付 け
ら れ た 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ２ ０ ０ を 先 端 側 か ら 投 影 し た も の で あ る 。 な お 、 本 実 施 形
態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ２ ０ ０ は 、 板 状 部 ２ ０ ４ の 形 状 が 第 １ の 実 施 形 態 の も の と 異
な る も の で あ り 、 他 の 特 徴 は 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト １ ０ ０ と 同 一 で あ
る 。 従 っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 の 個 所 に 関 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 板 状 部 ２ ０ ４ の 形 状 は 、 略 半 円 形 状 の 板 材 の 弦 部 が や や 弧 側 に
向 け て え ぐ ら れ た よ う な も の と な っ て い る 。 図 ８ に 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の え ぐ ら れ た
部 分 は 、 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 送 気 ノ ズ ル Ｎ １ 、 送 水 ノ ズ ル Ｎ ２ の あ る 位 置 に 対 応 し て い る
。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お け る 板 状 部 ２ ０ ４ は 、 送 気 ノ ズ ル Ｎ １ 、 送 水 ノ ズ ル Ｎ ２ を 覆
わ な い よ う に な っ て い る 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ２ ０ ０ を 共 焦 点
内 視 鏡 １ ０ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で あ っ て も 、 送 気 ノ ズ ル Ｎ １ 、 送 水 ノ ズ ル Ｎ ２ を 駆 動 さ
せ て 、 観 察 部 位 付 近 の 生 体 組 織 を 洗 浄 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ３ ０ ０ を 共 焦 点 内 視 鏡
１ ０ に 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 ま た 、 図 ２ ０ は 、 生 体 組 織 を 吸 引 し て い る 際
の 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ３ ０ ０ お よ び 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。 な お
、 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ３ ０ ０ は 、 板 状 部 ３ ０ ４ の 形 状 が 第 １ の 実 施 形 態
の も の と 異 な る も の で あ り 、 他 の 特 徴 は 第 ２ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ２ ０ ０
と 同 一 で あ る 。 従 っ て 、 第 ２ の 実 施 形 態 と 同 一 の 個 所 に 関 す る 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て は 、 板 状 部 ３ ０ ４ は 突 出 部 １ １ Ｐ を 覆 わ な い よ う な 形 状 と な っ て い
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る 。 ま た 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト ３ ０ ０ を 共 焦 点 内 視 鏡 １ ０ に 取 り 付 け た 時 に 、 板 状 部
３ ０ ４ の 先 端 側 表 面 の 位 置 （ す な わ ち 吸 引 用 開 口 １ １ ４ が あ る 位 置 ） と 突 出 部 １ １ Ｐ の 先
端 側 端 面 の 位 置 （ す な わ ち 共 焦 点 カ バ ー ガ ラ ス Ｇ ２ の 先 端 側 表 面 の 位 置 ） は 同 一 平 面 上 に
な っ て い る 。 こ の 時 、 生 体 組 織 Ｔ の 吸 引 を 行 う と 、 図 ２ ０ の よ う に 、 生 体 組 織 Ｔ は 基 端 側
に 突 出 す る こ と な く 共 焦 点 カ バ ー ガ ラ ス Ｇ ２ に 密 着 す る 。 こ の よ う な 構 成 と す る と 、 吸 引
時 に 生 体 組 織 Ｔ を 突 出 部 １ １ Ｐ の 先 端 部 に よ り 強 固 に 密 着 さ せ る こ と が で き 、 組 織 を よ り
強 固 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る 共 焦 点 内 視 鏡 装 置 の 全 体 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト が 装 着 さ れ る 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管
先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 先 端 側 斜 め 上 か ら 見 た 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 基 端 側 斜 め 上 か ら 見 た 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 さ れ た 共 焦 点 内 視 鏡 の 挿 入 管 先 端 部 に 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 内 視 鏡
用 ア タ ッ チ メ ン ト を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お い て 、 共 焦 点 内 視 鏡 が 生 体 組 織 を 吸 引 し て い る 際 の
、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト お よ び 共 焦 点 内 視 鏡 の 軸 方 向 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付
け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付 け ら れ た 内 視 鏡 用 ア タ
ッ チ メ ン ト を 内 視 鏡 先 端 側 か ら 投 影 し た も の で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト を 共 焦 点 内 視 鏡 に 取 り 付
け た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て 、 共 焦 点 内 視 鏡 が 生 体 組 織 を 吸 引 し て い る 際
の 、 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト お よ び 共 焦 点 内 視 鏡 の 軸 方 向 断 面 図 を 示 し た も の で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 １ 　 　 　 共 焦 点 内 視 鏡 装 置
　 １ ０ 　 　 　 共 焦 点 内 視 鏡
　 １ １ 　 　 　 先 端 部
　 １ ３ 　 　 　 挿 入 管
　 １ １ Ｐ 　 　 突 出 部
　 １ １ Ｕ 　 　 共 焦 点 観 察 ユ ニ ッ ト
　 １ ５ 　 　 　 ハ ン ド ル
　 １ ６ 　 　 　 後 退 部
　 １ ８ 　 　 　 チ ャ ン ネ ル
　 １ ８ Ｏ 　 　 処 置 具 口
１ ０ ０ 　 　 　 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト
１ ０ ２ 　 　 　 環 状 部
１ ０ ４ 　 　 　 板 状 部
１ ０ ６ 　 　 　 共 焦 点 観 察 用 開 口
１ １ ２ 　 　 　 チ ャ ン ネ ル 延 長 管
１ １ ４ 　 　 　 吸 引 用 開 口
１ １ ６ 　 　 　 位 置 決 め ピ ン
２ ０ ０ 　 　 　 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト
２ ０ ４ 　 　 　 板 状 部
３ ０ ０ 　 　 　 内 視 鏡 用 ア タ ッ チ メ ン ト
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３ ０ ４ 　 　 　 板 状 部
　 　 Ｇ １ 　 　 Ｃ Ｃ Ｄ カ バ ー ガ ラ ス
　 　 Ｇ ２ 　 　 共 焦 点 カ バ ー ガ ラ ス
　 　 Ｎ １ 　 　 送 気 ノ ズ ル
　 　 Ｎ ２ 　 　 送 水 ノ ズ ル
　 　 Ｔ 　 　 　 生 体 組 織

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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摘要(译)

[问题] 共焦内窥镜的附件，包括用于共焦扫描的构件和用于正常观察的
构件，并且可以在在正常观察和共焦观察之间切换的同时进行。 即使对
例如由于脉动而剧烈振动的区域进行共聚焦观察，也可以获得在预定平
面上切片的组织的断层图像。 [解决方案] 内窥镜附件具有连接至共焦内
窥镜的通道的管构件。 当用于内窥镜的附件被附接到共焦内窥镜的插入
管的远端部时，管构件的远端部被定位成与突出部的远端部基本齐平。 
另外，内窥镜附件还具有覆盖共焦内窥镜的突出部的前端的板状部件，
该板状部件不覆盖共焦内窥镜的通常观察光学系统。 好啊 [选择图]图5
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